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令和元年度　鳥取市議会
　　議会報告会・意見交換会を開催しました！（第２報）
【10、11月の開催校】
鳥取商業高等学校、鳥取盲学校
……………………………………………………☞２～３ページ

スマートフォン・タブレットから
過去のとっとり市議会だよりを
ご覧いただけます。

（鳥取市　奥田　重雄さん提供）ひなまつり

表紙作品を募集しています。
議会に関するご意見・お問い合わせ

鳥取市議会事務局 〒680－8571　鳥取市幸町71番地 ）7580（TEL 22－8111 (代)
（0857）32－2170E-mail:gikai@city.tottori.lg.jp

とっとり
市議会
だより

FAX

詳しくはＰ16をご覧ください。

　12月定例会のあらまし

　12月定例会を12月3日から12月20日までの18日間
にわたって開催しました。本定例会では、市長から
令和元年度鳥取市一般会計補正予算についてなど24
議案が提出され、19議案は全会一致、５議案は賛成
多数で原案のとおり可決しました。
　また、議員提出議案２件が提出され、２議案すべ
てが全会一致で原案のとおり可決しました。
　なお、一般質問には、28人の議員が登壇し、活発
な議論が展開されました。



2とっとり市議会だより 令和元年12月定例会号 2とっとり市議会だより 令和元年12月定例会号

令和元年度　議会報告会・意見交換会　

　　　　　鳥取盲学校
　　　　　 11月 15日（金）
テーマ「地方自治と地方議会について
　　　　　　　　（日頃感じていること）」
生徒からの意見・要望等
○音声信号機をふやしてほしい。点滅している時は見えないの
　で、音声の変化で知らせてほしい（音のスピード変化など）。
○丸山交差点の歩道橋が複雑で方向がわからなくなる。何が、どこにあるのか、点
字表示をしてほしい。
○タクシー乗車の際に障がい者手帳を示し、チケット乗車に対して運転手に嫌な顔
をされた。乗りにくい経験をした。
○バス停やＪＲ周辺に点字ブロックがない場所や段差が大きいところがある。
○くる梨の IC化は良いが「障害」割引が、電子マネーと連動してできているか。
○くる梨のコースをふやしてほしい。
○あいサポート条例はあるが「視覚障がい者条例」を作ってほしい。
○盲学校の中に「視覚障がい者・東部支援センター」があるので、相談やＰＲもし
てほしい。
○市民向け「ヘルスキーパー制度（マッサージ専用）」をＪＲ施設、商業施設に作っ
てほしい。障がい者雇用がふえ、利用者の健康保持につながり、企業は従業員と
の良い関係を構築し、鳥取市のイメージアップにもなり、４者がウィンウィンと
なる。
○まちづくり「鳥取ドリームランド」を提案。笑顔が光り輝くまちをコンセプトに、
声掛けを励行。市民が主役のプロモーションビデオを作成しYouTubeへアップ。
鳥取市のイメージアップで、観光客の増加を図り、移住者の増加につなげる。
○視覚障がい者のヘルプラインが知られていない。
○障がい者に利用しやすい交通施策を望みたい。
○障がい者雇用について（雇用率が低い現状）。
○点字ブロックの上に物を置かないことを徹底してほしい。
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～自由記載欄（抜粋）～
【議会報告会について】
・市議会が何をしているの か知れてよかった。今後も続けてほしい。
・分かりやすく、具体例を 挙げていることで納得しながら聴くことが
出来た。
・簡潔に伝えることを報告 していた。会場にいる関係者に関すること
が聞けると親近感もわく と思う。

【鳥取市議会について】
・高校生向けの広報をつ くったら興味を持ってくれると思う。
・今回のような話し合いが 増えていけばいいと思う。高校生だけでな
く大学生や中学生などと も話し合ってもよいと思う。
・議会だよりを気にかけて いなかったがこれから読むようにしたい。
・市民のために考えて働い ている議員さんがおられることで将来が明
るく感じました。ありが とうございます。

・若い人が興味を持つような子ども版市議会だよりがあれば良いと思う。
・市議会を身近に感じることが出来た。
【意見交換会について】
・自分の意見がしっかり言えるような環境でとてもよかった。
・すごく面白い体験をすることが出来ました。次回もまた参加したい。
・もっと話せればさらに面白い意見や現実的な対応策も出るんじゃない
かと感じた。
・何を話せばいいか不安だったが、思ったより話しやすくたくさん意見
が出てよかった。
・もう少し話がしたかった。意見交換の時間が40分は短い、最低でも
60分は欲しい。
・同日授業で講演もあり、もうすぐ18歳になるので今まであまり関心
がなかった選挙に参加しようと思った！
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3 とっとり市議会だより 令和元年12月定例会号

　令和元年度　議会報告会・意見交換会

　　　　　 鳥取商業高等学校
　　　　　　10月 24日（木）
テーマ１「若者のすみやすいまち」について
テーマ２「商業の活性化」について
生徒からの意見・要望等
○ JRの本数（鳥取～湖山、鳥取～智頭）やバス（浜坂方面）を増便してほしい。
○ JRの車両もふやしてほしい。
○鳥取駅から自宅まで自転車を利用しているが、帰宅時間が遅くなると暗い中を
帰ることが多いため、街灯をふやしてほしい。
○若桜街道を活性化させてほしい。若者の遊ぶ施設をふやしてほしい。
○駅や商店街に公共Wi-Fi が少ない。ふやしてほしい。
○就きたい仕事、選べる仕事が少ない（デザイン、メディア系など）。
○医療系には奨学金があるので、他の業種もつくってほしい。
○カフェ・マックなど若者・子どもの遊ぶ場所をふやしてほしい。例えば、映画館・
ボーリング・スケート（複合スポーツ・アミューズメント施設）など。
○パチンコ店の１つが複合スポーツ・アミューズメント施設にならないか。
○看護師・医療関係の奨励金はあるのだが、他の業種はない。他の業種でもあれ
ば、地元に帰ってきやすい。若者の人口がふえ
るのではないか。
○ブームをうまく捉えた施策を推進してほしい。
○広報・販売の手法改善による来訪者の拡大を図
るためにも、ペイペイなどのキャッシュレスの
導入促進をより図ってほしい。
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～自由記載欄（抜粋）～
【議会報告会について】
・市議会が何をしているの か知れてよかった。今後も続けてほしい。
・分かりやすく、具体例を 挙げていることで納得しながら聴くことが
出来た。
・簡潔に伝えることを報告 していた。会場にいる関係者に関すること
が聞けると親近感もわく と思う。

【鳥取市議会について】
・高校生向けの広報をつ くったら興味を持ってくれると思う。
・今回のような話し合いが 増えていけばいいと思う。高校生だけでな
く大学生や中学生などと も話し合ってもよいと思う。
・議会だよりを気にかけて いなかったがこれから読むようにしたい。
・市民のために考えて働い ている議員さんがおられることで将来が明
るく感じました。ありが とうございます。

　生徒の皆さんと各学校にご協力いただいたアンケート結果をご報告します。
　なお、アンケートの自由記載欄では、たくさんのご意見・ご感想をいただきました。本記
事では一部抜粋して掲載しています。全文については、鳥取市議会ホームページに令和元
年度「鳥取市議会　議会報告会・意見交換会」報告書を掲載していますので、ご覧ください。

アンケート集計結果（５校分・抜粋）

分かりやすい
86％

分かり
にくい
3％

どちらとも
いえない

11％

ちょうど良い
66%

短い
32%

長い 2%

鳥取
59%

国府
11%福部 4%

河原 2%
用瀬 2%
佐治 0%
気高 0%
鹿野 2%

青谷 2% その他
の地域
18%

◎参加者のお住まい
　の地域について

◎議会報告会の
　内容について

◎意見交換会の
　時間について
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令和元年度　議会報告会・意見交換会　

　　　　　鳥取盲学校
　　　　　 11月 15日（金）
テーマ「地方自治と地方議会について
　　　　　　　　（日頃感じていること）」
生徒からの意見・要望等
○音声信号機をふやしてほしい。点滅している時は見えないの
　で、音声の変化で知らせてほしい（音のスピード変化など）。
○丸山交差点の歩道橋が複雑で方向がわからなくなる。何が、どこにあるのか、点
字表示をしてほしい。
○タクシー乗車の際に障がい者手帳を示し、チケット乗車に対して運転手に嫌な顔
をされた。乗りにくい経験をした。
○バス停やＪＲ周辺に点字ブロックがない場所や段差が大きいところがある。
○くる梨の IC化は良いが「障害」割引が、電子マネーと連動してできているか。
○くる梨のコースをふやしてほしい。
○あいサポート条例はあるが「視覚障がい者条例」を作ってほしい。
○盲学校の中に「視覚障がい者・東部支援センター」があるので、相談やＰＲもし
てほしい。
○市民向け「ヘルスキーパー制度（マッサージ専用）」をＪＲ施設、商業施設に作っ
てほしい。障がい者雇用がふえ、利用者の健康保持につながり、企業は従業員と
の良い関係を構築し、鳥取市のイメージアップにもなり、４者がウィンウィンと
なる。
○まちづくり「鳥取ドリームランド」を提案。笑顔が光り輝くまちをコンセプトに、
声掛けを励行。市民が主役のプロモーションビデオを作成しYouTubeへアップ。
鳥取市のイメージアップで、観光客の増加を図り、移住者の増加につなげる。
○視覚障がい者のヘルプラインが知られていない。
○障がい者に利用しやすい交通施策を望みたい。
○障がい者雇用について（雇用率が低い現状）。
○点字ブロックの上に物を置かないことを徹底してほしい。
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～自由記載欄（抜粋）～
【議会報告会について】
・市議会が何をしているの か知れてよかった。今後も続けてほしい。
・分かりやすく、具体例を 挙げていることで納得しながら聴くことが
出来た。
・簡潔に伝えることを報告 していた。会場にいる関係者に関すること
が聞けると親近感もわく と思う。

【鳥取市議会について】
・高校生向けの広報をつ くったら興味を持ってくれると思う。
・今回のような話し合いが 増えていけばいいと思う。高校生だけでな
く大学生や中学生などと も話し合ってもよいと思う。
・議会だよりを気にかけて いなかったがこれから読むようにしたい。
・市民のために考えて働い ている議員さんがおられることで将来が明
るく感じました。ありが とうございます。

・若い人が興味を持つような子ども版市議会だよりがあれば良いと思う。
・市議会を身近に感じることが出来た。
【意見交換会について】
・自分の意見がしっかり言えるような環境でとてもよかった。
・すごく面白い体験をすることが出来ました。次回もまた参加したい。
・もっと話せればさらに面白い意見や現実的な対応策も出るんじゃない
かと感じた。
・何を話せばいいか不安だったが、思ったより話しやすくたくさん意見
が出てよかった。
・もう少し話がしたかった。意見交換の時間が40分は短い、最低でも
60分は欲しい。
・同日授業で講演もあり、もうすぐ18歳になるので今まであまり関心
がなかった選挙に参加しようと思った！
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　令和元年度　議会報告会・意見交換会

　　　　　 鳥取商業高等学校
　　　　　　10月 24日（木）
テーマ１「若者のすみやすいまち」について
テーマ２「商業の活性化」について
生徒からの意見・要望等
○ JRの本数（鳥取～湖山、鳥取～智頭）やバス（浜坂方面）を増便してほしい。
○ JRの車両もふやしてほしい。
○鳥取駅から自宅まで自転車を利用しているが、帰宅時間が遅くなると暗い中を
帰ることが多いため、街灯をふやしてほしい。
○若桜街道を活性化させてほしい。若者の遊ぶ施設をふやしてほしい。
○駅や商店街に公共Wi-Fi が少ない。ふやしてほしい。
○就きたい仕事、選べる仕事が少ない（デザイン、メディア系など）。
○医療系には奨学金があるので、他の業種もつくってほしい。
○カフェ・マックなど若者・子どもの遊ぶ場所をふやしてほしい。例えば、映画館・
ボーリング・スケート（複合スポーツ・アミューズメント施設）など。
○パチンコ店の１つが複合スポーツ・アミューズメント施設にならないか。
○看護師・医療関係の奨励金はあるのだが、他の業種はない。他の業種でもあれ
ば、地元に帰ってきやすい。若者の人口がふえ
るのではないか。
○ブームをうまく捉えた施策を推進してほしい。
○広報・販売の手法改善による来訪者の拡大を図
るためにも、ペイペイなどのキャッシュレスの
導入促進をより図ってほしい。
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想
い
を
反
映
し
、
い
つ
ま

で
も
暮
ら
し
た
い
鳥
取
市
と
な

る
よ
う
一
層
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

先
生
方
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
会
委
員
一
同
）

今
回
、
生
徒
の
皆
さ
ん
よ

り
い
た
だ
い
た
要
望
・
意

見
は
、市
長
に
提
出
し
、回

答
・
所
見
を
得
た
も
の
を

鳥
取
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら

も
あ
わ
せ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

～自由記載欄（抜粋）～
【議会報告会について】
・市議会が何をしているの か知れてよかった。今後も続けてほしい。
・分かりやすく、具体例を 挙げていることで納得しながら聴くことが
出来た。
・簡潔に伝えることを報告 していた。会場にいる関係者に関すること
が聞けると親近感もわく と思う。

【鳥取市議会について】
・高校生向けの広報をつ くったら興味を持ってくれると思う。
・今回のような話し合いが 増えていけばいいと思う。高校生だけでな
く大学生や中学生などと も話し合ってもよいと思う。
・議会だよりを気にかけて いなかったがこれから読むようにしたい。
・市民のために考えて働い ている議員さんがおられることで将来が明
るく感じました。ありが とうございます。

　生徒の皆さんと各学校にご協力いただいたアンケート結果をご報告します。
　なお、アンケートの自由記載欄では、たくさんのご意見・ご感想をいただきました。本記
事では一部抜粋して掲載しています。全文については、鳥取市議会ホームページに令和元
年度「鳥取市議会　議会報告会・意見交換会」報告書を掲載していますので、ご覧ください。

アンケート集計結果（５校分・抜粋）

分かりやすい
86％

分かり
にくい
3％

どちらとも
いえない

11％

ちょうど良い
66%

短い
32%

長い 2%

鳥取
59%

国府
11%福部 4%

河原 2%
用瀬 2%
佐治 0%
気高 0%
鹿野 2%

青谷 2% その他
の地域
18%

◎参加者のお住まい
　の地域について

◎議会報告会の
　内容について

◎意見交換会の
　時間について
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本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
１
項
目
に
つ
い
て
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
動
画
及
び
会
議
録
の
全
文
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

令
和
元
年
は
、
鳥
取

砂
丘
コ
ナ
ン
空
港
と
台
湾

を
結
ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

37
便
運
航
し
、
多
く
の
誘

客
が
で
き
た
。
さ
ら
な
る

誘
客
を
図
る
た
め
に
は
、

同
区
間
を
結
ぶ
定
期
便
の

就
航
が
重
要
と
考
え
る
。

本
市
に
お
い
て
も
観
光
の

ほ
か
、文
化
、ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
台
湾
と
の
交
流
機
会

を
創
出
し
、
お
互
い
の
魅

力
を
知
り
、
相
互
誘
客
に

繋
げ
る
べ
き
と
思
う
が
、

市
長
の
所
見
を
求
め
る
。

答 

（
市
長
）
航
空
路
の
定

期
便
化
を
実
現
す
る
に

は
、
Ｐ
Ｒ
に
よ
る
誘
客
に

加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
交
流
を
促
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
双
方
向
で
人

の
流
れ
を
創
出
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。台
湾
と
の
交
流
は
、

平
成
12
年
か
ら
鳥
取
県
と

台た
い

中
ち
ゅ
う

県
、
平
成
22
年
か

ら
は
台
中
県
と
台
中
省
轄

市
の
合
併
に
よ
り
新
た
に

誕
生
し
た
台
中
市
と
の
間

で
続
い
て
お
り
、現
在
は
、

鳥
取
県
の
ほ
か
三
朝
町
、

北
栄
町
な
ど
が
交
流
を

行
っ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
鳥
取
県
の
交
流

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
平

成
29
年
に
台
中
市
の
議
員

を
代
表
と
す
る
砂
像
交
流

訪
問
団
に
よ
る
表
敬
訪
問

や
砂
の
美
術
館
視
察
の
受

け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
元
年
６
月
に

は
湖
南
学
園
小
学
校
が
台た

い

北ぺ
い

市
立
文
化
国
民
小
学

校
と
の
姉
妹
校
協
定
に
基

づ
き
、
教
育
旅
行
の
受
け

入
れ
と
学
校
交
流
を
行
っ

た
。
引
き
続
き
、
県
や
関

係
団
体
な
ど
と
も
連
携
し

な
が
ら
、
誘
客
や
交
流
促

進
の
取
り
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

岡
田
　
信
俊
（
会
派
新
生
）

台
湾
と
の
定
期
便
就
航
を
目
指
し
、

更
な
る
交
流
機
会
の
創
出
を

一般質問（各個質問）　

12月定例会
一般質問

問 

市
道
の
歩
道
等
に
お

け
る
除
草
に
つ
い
て
、
現

状
の
管
理
体
制
を
尋
ね

る
。
ま
た
、
あ
る
支
所
管

内
で
除
草
が
遅
れ
た
と
聞

き
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

担
当
者
が
か
わ
っ
た
こ
と

に
よ
る
遅
れ
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
担
当
者
が
か

わ
っ
て
も
、
決
め
ら
れ
た

時
期
に
、
決
め
ら
れ
た
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
道

路
の
維
持
管
理
は
で
き
な

い
と
考
え
る
が
、
課
題
解

決
に
向
け
た
具
体
的
な
改

善
策
を
問
う
。

答 

（
都
市
整
備
部
長
）
除

草
路
線
で
は
、
業
者
委
託

に
よ
り
毎
年
計
画
的
に
除

草
を
実
施
し
て
い
る
。
除

草
の
時
期
は
、
例
年
６
月

ご
ろ
に
業
務
委
託
の
契
約

を
行
い
、
草
が
著
し
く
成

長
す
る
梅
雨
ご
ろ
か
ら
お

盆
ま
で
に
完
了
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
の
市
道
に
つ
い
て
は
、

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
の
通
報
を

受
け
て
現
地
を
確
認
し
、

通
行
に
支
障
を
来
す
場
合

に
は
、
直
営
で
通
行
確
保

の
た
め
の
除
草
を
行
っ
て

い
る
。

　

除
草
路
線
は
、
観
光
地

へ
向
か
う
道
路
や
車
が
安

全
に
通
行
す
る
た
め
に
特

に
除
草
が
必
要
な
道
路
で

あ
る
。
毎
年
決
め
ら
れ
た

時
期
に
除
草
を
行
う
意
義

を
関
係
職
員
が
再
認
識

し
、
ま
た
適
切
な
時
期
に

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
よ

り
一
層
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

管
理
を
徹
底
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

勝
田
　
鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

市
道
の
維
持
管
理

（
除
草
）に
つ
い
て

問 

ご
み
袋
代
金
有
料
化

の
際
、「
ご
み
袋
収
入
は

ご
み
処
理
経
費
の
一
割
程

度
」
と
い
う
約
束
で
あ
っ

た
の
に
対
し
、
平
成
30
年

度
は
そ
の
数
値
が
二
割
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ご
み
袋
の
重
量

を
45
リ
ッ
ト
ル
で
13
・
５

キ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
古
い

数
値
で
計
算
し
て
い
る

が
、
私
が
ご
み
収
集
所
で

測
っ
た
ご
み
袋
の
重
量
は
、

平
均
５・５
キ
ロ
グ
ラ
ム
で

実
態
を
表
し
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
二
点
の
理
由
で

ご
み
袋
は
今
の
半
額
に
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
ご
み
袋
の
売

り
上
げ
代
金
の
ご
み
処
理

経
費
に
占
め
る
割
合
は
、

毎
年
変
動
が
あ
る
が
、
清

掃
工
場
の
統
合
な
ど
の
焼

却
経
費
節
減
に
よ
る
減
少

も
あ
り
、
ま
た
、
収
入
で

あ
る
ご
み
袋
の
販
売
収
入

は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、

結
果
と
し
て
こ
の
よ
う
な

数
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

環
境
審
議
会
に
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
４
年
度
ま

で
の
代
金
に
つ
い
て
諮
問

し
、
３
回
に
わ
た
り
御
審

議
を
い
た
だ
い
た
。
検
討

の
結
果
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
み
の
分
別
・
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み

を
継
続
す
る
た
め
に
、
現

行
の
価
格
を
据
え
置
く
こ

と
が
適
当
で
あ
る
と
、

答
申
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
結
果
を

尊
重
し
、
現
行
価
格
を
据

え
置
く
べ
き
と
考
え
て
い

る
。令
和
５
年
度
以
降
は
、

新
し
い
可
燃
物
処
理
施
設

が
稼
働
す
る
た
め
、
そ
の

処
理
経
費
等
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
参
考
に
、
長
期

的
視
点
に
立
っ
て
ご
み
袋

代
金
の
あ
り
方
を
考
え
て

い
き
た
い
。

岩
永
　
安
子
（
日
本
共
産
党
）

ご
み
袋
代
金
は
半
額
に
！
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　一般質問（各個質問）

問 

首
里
城
再
建
に
向
け

た
動
き
が
加
速
し
て
い
る

一
方
、
正
殿
の
建
て
直
し

に
必
要
な
伝
統
技
術
の
維

持
に
は
課
題
が
多
く
、
材

料
や
職
人
の
不
足
も
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
伝
統
技
術

の
継
承
に
は
人
材
を
育
成

す
る
機
運
の
醸
成
も
必
要

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

官
民
の
連
携
が
重
要
で
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

鳥
取
市
の
地
域
資
源
を
活

か
し
た
産
業
の
一
つ
と
考

え
ら
れ
る
伝
統
技
術
、
伝

統
工
芸
の
継
承
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
文
化
的
財
産

の
保
存
に
必
要
な
特
殊
技

能
を
有
す
る
熟
練
技
術
者

は
、
長
年
に
わ
た
り
い
ろ

い
ろ
な
生
産
や
修
理
な
ど

を
通
し
て
技
術
を
蓄
積
さ

れ
て
い
る
が
、
近
年
は

伝
統
工
法
に
よ
る
仕
事
が

減
っ
て
お
り
、
若
年
世
代

へ
の
伝
承
が
難
し
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
文
化
的
な

財
産
の
担
い
手
の
働
く
場

を
確
保
し
、
伝
統
技
術
を

生
か
し
た
文
化
財
を
保
護

す
る
と
い
う
二
つ
の
観
点

を
踏
ま
え
て
、引
き
続
き
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
と
意
見

交
換
等
を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
に
根

差
し
た
伝
統
文
化
や
、
そ

れ
を
支
え
る
人
と
技
術
を

地
域
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
は
、
そ
の

地
域
に
対
す
る
愛
着
を
深

め
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

加
意
識
を
育
ん
で
い
く
貴

重
な
き
っ
か
け
と
な
る
。

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

も
伝
統
文
化
や
技
術
に
親

し
む
機
会
が
ふ
え
る
よ
う
、

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

歴
史
あ
る
伝
統
工
芸
等
を

こ
れ
か
ら
も
次
の
世
代
に

継
承
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
方
策
、
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

太
田
　
緣
（
無
所
属
）

地
域
の
伝
統
技
術
と
伝
統

工
芸
の
継
承
の
た
め
に

問 

平
成
30
年
、
令
和
元

年
と
、
豪
雨
に
よ
っ
て
日

本
全
国
に
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
。
本
市
に
お
い
て

も
多
く
の
河
川
が
あ
り
、

国
・
県
が
管
理
す
る
河
川

で
は
、
改
修
整
備
や
緊
急

対
策
で
の
堤
防
補
強
等
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
一

方
、
本
市
が
管
理
す
る
河

川
や
排
水
路
整
備
に
は
、

国
の
補
助
事
業
化
や
起
債

事
業
の
拡
充
を
求
め
、
要

望
す
る
必
要
が
あ
る
。
安

心
安
全
な
河
川
防
災
対
策

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
に

つ
い
て
市
長
の
所
見
を
求

め
る
。

答 

（
市
長
）
河
川
の
災
害

対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
も
、
千
代
川
水
系
大

規
模
氾
濫
時
の
減
災
対
策

協
議
会
な
ど
で
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
対
策
に
国
・
県
と

一
体
的
、
ま
た
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。

　

県
は
令
和
元
年
の
台
風

19
号
に
よ
る
東
日
本
の
被

害
を
踏
ま
え
、
11
月
か
ら

水
防
対
策
検
討
会
を
立
ち

上
げ
、
短
期
的
に
効
果
が

発
現
で
き
る
ハ
ー
ド
整
備

や
ソ
フ
ト
対
策
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て

い
る
。
本
市
と
し
て
は
、

こ
れ
ら
の
協
議
会
や
検
討

会
な
ど
に
お
い
て
国
・
県

と
連
携
し
な
が
ら
河
川
の

災
害
対
策
の
強
化
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
区
域
の
河

川
整
備
に
つ
い
て
、
国
・

県
管
理
河
川
の
整
備
促
進

や
市
管
理
河
川
の
整
備
に

お
け
る
有
利
な
起
債
の
継

続
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
国
・
県
へ
要
望
し
て

い
き
た
い
。

寺
坂
　
寛
夫
（
会
派
新
生
）

河
川
災
害
対
策
強
化
で

防
災
力
の
向
上
を
！

問 

旧
本
庁
舎
跡
地
利
用

は
、
要
望
書
や
陳
情
書
が

提
出
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
大
切
な
課
題
で
あ

る
。
一
日
で
も
早
く
、
市

民
が
市
民
に
よ
る
市
民
の

た
め
の
力
を
結
集
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
な
え
る
よ

う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
市
民
を
中
心
と
し
た
話

し
合
い
を
行
う
必
要
が
あ

る
。

　

旧
本
庁
舎
跡
地
利
用
を

含
め
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
市
長
の
見
解
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
旧
本
庁
舎
跡

地
は
、
中
心
市
街
地
に
お

い
て
、
古
く
か
ら
市
民
の

皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
、
親

し
ま
れ
て
き
た
場
所
で
あ

る
と
と
も
に
、
全
市
民
の

大
変
貴
重
な
財
産
で
あ

る
。
旧
本
庁
舎
跡
地
の
活

用
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
市
民
の
皆

さ
ん
に
幅
広
く
御
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
中
心
市

街
地
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、

全
市
的
な
観
点
か
ら
活
用

策
を
決
定
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

米
村
　
京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

旧
鳥
取
市
役
所
本
庁
舎

跡
地
利
用
に
つ
い
て

旧鳥取市役所本庁舎



6とっとり市議会だより 令和元年12月定例会号

一般質問（各個質問）　

問 

ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
（
※
）

を
お
く
こ
と
で
、
施
術
に

よ
る
従
業
員
の
心
身
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
が
図
れ
、
仕

事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
が
期
待
で
き
る
。
さ

ら
に
は
、
視
覚
障
が
い
者

の
就
労
支
援
に
も
つ
な
が

り
、
障
が
い
者
の
法
定
雇

用
率
が
上
が
る
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
本
市

も
積
極
的
に
ヘ
ル
ス
キ
ー

パ
ー
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答 

（
市
長
）
ヘ
ル
ス
キ
ー

パ
ー
の
設
置
は
、
従
業
員

の
健
康
管
理
、疲
労
回
復
、

ま
た
疾
病
の
予
防
に
加
え

て
、
身
体
・
心
理
面
へ
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
生

産
性
の
向
上
、
ま
た
障
が

い
者
の
法
定
雇
用
率
の
向

上
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
ヘ
ル
ス
キ
ー

パ
ー
の
雇
用
の
際
に
は
、

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助

成
金
、
ま
た
障
害
者
雇
用

納
付
金
制
度
に
基
づ
く
助

成
金
や
職
場
適
応
訓
練
、

短
期
職
場
適
応
訓
練
の
活

用
が
可
能
で
あ
る
。今
後
、

障
が
い
者
の
雇
用
確
保
に

向
け
、
こ
れ
ら
の
情
報
提

供
に
努
め
、
ヘ
ル
ス
キ
ー

パ
ー
の
普
及
啓
発
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
※
）
ヘ
ル
ス
キ
ー
パ
ー
と
は

企
業
が
従
業
員
の
健
康
管
理
、
疲

労
回
復
、
疾
病
予
防
等
の
た
め
に

雇
用
す
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
の
呼

称
。

浅
野
　
博
文
（
公
明
党
）

視
覚
障
が
い
者
支
援
に

つ
い
て

問 

気
高
地
区
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
、
使
用
中
止
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
が
か

な
り
多
く
あ
り
、
利
用
者

に
不
便
を
か
け
て
い
る
。

当
初
予
算
の
執
行
時
期
が

遅
い
と
思
わ
れ
る
が
的
確

で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
他

の
故
障
や
劣
化
し
た
機
器

も
年
次
計
画
で
更
新
で
き

な
い
か
。

　

各
総
合
支
所
の
中
に
は
、

合
併
前
よ
り
保
健
師
の
業

務
量
が
ふ
え
て
い
る
支
所
・

地
域
が
あ
る
が
、
保
健
師

を
増
員
で
き
な
い
か
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

予
算
の
執
行
時
期
が
遅
く

な
っ
た
理
由
は
、
発
注
の

事
務
手
続
が
遅
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
利

用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
誠

に
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た

と
反
省
し
て
い
る
。
今
後

は
、
迅
速
な
事
務
執
行
に

努
め
て
い
き
た
い
。ま
た
、

他
の
機
器
に
つ
い
て
は
、

利
用
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
、
機
器

の
更
新
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
市
長
）
近
年
、
保
健
業

務
が
非
常
に
ふ
え
、
内
容

も
多
様
化
し
て
い
る
。
本

市
で
は
、
全
市
的
な
事
業

や
計
画
の
策
定
、
取
り

ま
と
め
、
受
診
券
の
発
送

等
を
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
集
約
し
て
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
各
支
所
地
域

へ
も
特
定
保
健
指
導
対
象

者
へ
の
訪
問
等
に
伺
う
こ

と
、
乳
幼
児
健
診
等
を
合

同
で
行
う
な
ど
連
携
を
密

に
行
い
、
地
域
に
よ
っ
て

業
務
に
差
が
生
じ
な
い
よ

う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
職
員
配
置
に
つ

い
て
は
、
市
全
体
の
効
率

的
・
効
果
的
な
事
業
の
運

営
を
念
頭
に
置
き
、
事
務

事
業
の
増
減
な
ど
を
考
慮

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

秋
山
　
智
博
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

健
康
増
進
機
器
と
各
総
合

支
所
の
保
健
師
に
つ
い
て

問 

子
ど
も
は
、
家
庭
や

地
域
社
会
の
構
成
員
で
も

あ
り
、
子
ど
も
の
意
思
や

意
向
を
踏
ま
え
た
社
会
の

仕
組
み
を
築
い
て
い
く
努

力
が
必
要
で
あ
る
。
子
ど

も
が
当
事
者
で
あ
り
切
実

な
問
題
で
あ
る
い
じ
め
や

不
登
校
等
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
大
人
だ
け
で
議

論
し
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。
市
長
は
、
子
ど
も
の

参
加
に
よ
る
本
市
の
課
題

解
決
の
場
作
り
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
問
う
。

答 

（
市
長
）
子
ど
も
の
人

権
を
尊
重
し
、
子
ど
も
た

ち
の
意
思
や
意
向
を
鳥
取

市
の
政
策
・
施
策
に
反
映

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
重

要
で
あ
り
、
大
切
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
う
い
っ
た
場
を
作
っ
て

い
く
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
子
ど
も
に
関
す
る

施
策
・
事
業
、
地
域
に
お

い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
が
意
見
を
表
明
し

た
り
、
参
加
を
支
援
し
て

い
け
る
よ
う
、
子
ど
も
た

ち
の
視
点
に
立
っ
て
わ
か

り
や
す
い
情
報
の
発
信
に

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

保
育
、
家
庭
、
地
域
な
ど

子
ど
も
の
日
常
の
生
活
の

場
に
お
い
て
、
子
ど
も
た

ち
に
か
か
わ
る
大
人
が
連

携
・
協
働
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

前
田
　
伸
一
（
公
明
党
）

子
ど
も
の
幸
福
度
向
上

に
つ
い
て
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　一般質問（各個質問）

問 

大
型
台
風
19
号
の
教

訓
に
よ
り
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
情
報
は
、
防
災
対
策

に
大
変
有
効
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。現
在
で
は
、

防
災
気
象
情
報
な
ど
の
内

容
は
充
実
し
、
伝
達
手
法

も
進
化
し
て
い
る
。
災
害

情
報
は
整
備
し
た
だ
け
で

は
役
に
立
た
な
い
。
市
民

が
情
報
を
認
知
し
、
理
解

し
、
活
用
し
、
自
ら
行
動

を
起
こ
し
て
効
果
が
発
揮

さ
れ
る
と
考
え
る
。防
災
・

減
災
対
策
の
啓
発
活
動
等

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
尋

ね
る
。

答 

（
危
機
管
理
部
長
）
本

市
で
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
と
防
災
知
識
、
学
習
面

な
ど
を
一
体
化
し
た
総
合

防
災
マ
ッ
プ
を
今
年
度
新

た
に
作
成
し
て
お
り
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
方
や

防
災
気
象
情
報
の
活
用
法

な
ど
を
記
載
し
て
、
ど
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
ど
の
よ
う

に
避
難
す
る
か
を
誰
が
見

て
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う

に
工
夫
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　

今
後
、
こ
の
新
し
い
総

合
防
災
マ
ッ
プ
を
今
年
度

末
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
に

配
布
し
、
地
域
で
の
防
災

講
習
や
防
災
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
な
ど
で
活
用
し
て
い

く
こ
と
で
、
市
民
の
自
発

的
な
防
災
・
減
災
活
動
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
国
を
初
め
各
機
関
で

行
わ
れ
て
い
る
こ
の
た
び

の
災
害
の
検
証
結
果
に
つ

い
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
広
く
周
知
し
て
い
く
こ

と
で
、
今
後
の
災
害
に
備

え
た
啓
発
活
動
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

頻
発
す
る
大
型
台
風
の

被
害
対
策
に
関
連
し
て

利
用
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
必
要
に
応
じ
て
、
機
器

の
更
新
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

（
市
長
）
近
年
、
保
健
業

務
が
非
常
に
ふ
え
、
内
容

も
多
様
化
し
て
い
る
。
本

市
で
は
、
全
市
的
な
事
業

や
計
画
の
策
定
、
取
り

ま
と
め
、
受
診
券
の
発
送

等
を
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
集
約
し
て
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
中
央
保
健
セ

ン
タ
ー
か
ら
各
支
所
地
域

へ
も
特
定
保
健
指
導
対
象

者
へ
の
訪
問
等
に
伺
う
こ

と
、
乳
幼
児
健
診
等
を
合

同
で
行
う
な
ど
連
携
を
密

に
行
い
、
地
域
に
よ
っ
て

業
務
に
差
が
生
じ
な
い
よ

う
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
職
員
配
置
に
つ

い
て
は
、
市
全
体
の
効
率

的
・
効
果
的
な
事
業
の
運

営
を
念
頭
に
置
き
、
事
務

事
業
の
増
減
な
ど
を
考
慮

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
て
い
る
。

　

今
後
、
農
作
業
の
省
力

化
や
環
境
負
荷
の
軽
減
に

向
け
て
、
Ｊ
Ａ
や
県
な
ど

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
こ

の
普
及
に
向
け
た
方
策
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

（
※
）
生
分
解
性
マ
ル
チ
と
は

農
業
生
産
の
現
場
に
お
い
て
、
地

温
の
確
保
、
雑
草
の
発
生
防
止
等

の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
マ
ル
チ

フ
ィ
ル
ム
で
、
微
生
物
の
働
き
に

よ
り
最
終
的
に
は
水
と
二
酸
化
炭

素
に
分
解
さ
れ
る
た
め
、
使
用
済

み
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
排
出
抑
制
に

つ
な
が
り
環
境
保
全
に
貢
献
す
る

も
の
。

問 

近
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
に
よ
る
海
洋
汚
染
や
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ

る
気
象
災
害
が
世
界
的
な

問
題
と
な
り
環
境
意
識
が

高
ま
っ
て
い
る
。
農
業
分

野
で
も
廃
プ
ラ
の
排
出
抑

制
に
向
け
生
分
解
性
マ
ル

チ
（
※
）
の
使
用
を
進
め
て

い
る
。
す
き
込
む
こ
と
に

よ
り
微
生
物
の
力
で
分
解

さ
れ
省
力
化
に
も
つ
な
が

る
資
材
と
し
て
期
待
さ
れ

て
い
る
が
高
価
格
が
普
及

を
阻
ん
で
お
り
負
担
軽
減

へ
の
積
極
的
な
支
援
が
必

要
。市
長
の
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
生
分
解
性
マ

ル
チ
の
使
用
率
は
、
Ｊ
Ａ

鳥
取
い
な
ば
に
よ
る
と
、

マ
ル
チ
購
入
量
全
体
の

１
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
価
格
が
通
常
の
マ

ル
チ
の
約
４
倍
と
高
価
で

あ
る
こ
と
が
、
普
及
の
進

ま
な
い
要
因
の
一
つ
と
聞

星
見
　
健
蔵
（
会
派
新
生
）

廃
プ
ラ
抑
制
へ
の

積
極
的
な
支
援
を

問 

山
陰
新
幹
線
は
、
昭

和
48
年
に
基
本
計
画
に
決

定
さ
れ
、
そ
の
後
45
年
以

上
放
置
さ
れ
て
い
る
。
新

幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
は
、
地
方
創
生
や
国

土
強
靭
化
、
リ
ダ
ン
ダ
ン

シ
ー
（
※
）
の
観
点
か
ら
も

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
議
会
も
、
山
陰
新
幹

線
整
備
促
進
鳥
取
市
議
会

議
員
連
盟
を
立
ち
上
げ
、

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

着
工
５
条
件
等
の
高
い

ハ
ー
ド
ル
は
あ
る
が
、
山

陰
新
幹
線
整
備
に
向
け
て

市
長
の
所
見
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
山
陰
新
幹
線

が
整
備
さ
れ
、
新
幹
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込

ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

広
域
的
な
人
・
物
の
交
流

が
生
ま
れ
、
雇
用
の
創
出

や
地
方
創
生
の
加
速
化
が

進
み
、
先
に
整
備
が
進
ん

だ
太
平
洋
側
地
域
と
の
格

差
解
消
に
つ
な
が
っ
て
い

く
。
さ
ら
に
は
、
北
陸
新

幹
線
等
と
山
陰
新
幹
線
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る

日
本
海
国
土
軸
の
形
成
に

よ
り
、
太
平
洋
側
で
の
大

規
模
災
害
に
対
す
る
リ
ダ

ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

地
方
創
生
や
国
土
強
靱

化
、
持
続
可
能
な
国
づ
く

り
の
観
点
か
ら
、
山
陰
新

幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
新

幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
は
必
要
不
可
欠
な
も
の

で
あ
り
、
国
家
的
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
進
め
て

い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

（
※
）
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
と
は

自
然
災
害
等
に
よ
る
障
害
発
生
時

に
、
一
部
の
区
間
の
途
絶
や
一
部

施
設
の
破
壊
が
全
体
の
機
能
不
全

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
あ
ら

か
じ
め
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
施
設
を
多
重
化
し
た

り
、
予
備
の
手
段
が
用
意
さ
れ
て

い
る
様
な
性
質
を
示
す
。

上
杉
　
栄
一
（
会
派
新
生
）

山
陰
新
幹
線
整
備
計
画
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
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一般質問（各個質問）　

問 

前
立
腺
が
ん
は
、
胃
が

ん
、
大
腸
が
ん
、
肺
が
ん

に
続
い
て
罹
患
率
が
日
本

で
４
番
目
に
高
く
、ま
た
、

多
く
の
場
合
、
自
覚
症
状

が
な
い
た
め
早
期
に
発
見

し
づ
ら
く
、
高
齢
化
と
と

も
に
罹
患
率
が
急
速
に
上

昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
本
市
の
指
針
に
は
検

診
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
市
の
施
策
に
位
置
づ

け
て
、
前
立
腺
が
ん
の
検

診
を
推
進
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
長
に
所
見
を
求

め
る
。

答 

（
市
長
）
前
立
腺
が
ん

の
検
査
に
は
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査

（
※
）
が
あ
る
が
、
検
査
に

よ
る
前
立
腺
が
ん
の
死

亡
率
減
少
効
果
が
不
明
で

あ
る
こ
と
や
過
剰
診
断
な

ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
国
は
市
町
村
が
行

う
が
ん
検
診
と
し
て
推
奨

し
て
い
な
い
。
現
在
、

新
た
な
検
診
を
行
う
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、
本

市
で
は
40
歳
か
ら
74
歳
の

鳥
取
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
を
対
象
に
行
っ

て
い
る
人
間
ド
ッ
ク
に
お

い
て
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
含

む
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
を

行
っ
て
お
り
、
こ
う
い
っ

た
検
査
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
御
活
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（
※
）
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
と
は

前
立
腺
が
ん
を
発
見
す
る
た
め
の

血
液
検
査
で
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
が
高
い

ほ
ど
前
立
腺
が
ん
が
疑
わ
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｓ
Ａ
と
は
、
前
立
腺
に
特
異
的

な
た
ん
ぱ
く
質
の
一
種
で
、
健
康

な
人
の
血
液
中
に
も
存
在
し
ま
す
。

し
か
し
、
前
立
腺
の
病
気
に
な
る

と
血
液
中
に
流
出
し
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
が

増
加
す
る
た
め
、
前
立
腺
が
ん
の

可
能
性
を
調
べ
る
と
と
も
に
、
早

期
発
見
の
指
標
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

＂
前
立
腺
が
ん
＂
鳥
取
大
学
医
学

部
附
属
病
院
が
ん
セ
ン
タ
ー

http://www2.hosp.m
ed.tottori-u.

ac.jp/departments/center/cancer/
about/prostatecancer.html

（
参
照　

２
０
２
０

︲

０
２

︲

０
４
）

田
村
　
繁
已
（
公
明
党
）

前
立
腺
が
ん
対
策
に
つ
い
て

問 

自
然
災
害
の
予
測
は

難
し
く
被
害
抑
制
の
た
め

に
は
、
普
段
か
ら
自
助
の

意
識
醸
成
な
ど
身
近
な
事

前
防
災
が
重
要
で
あ
る
。

　

浸
水
深
の
表
示
を
町
内

に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る

電
柱
に
掲
示
す
る
こ
と

で
、
迅
速
な
避
難
行
動
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
基
礎
の
く
い
打
ち
を

し
て
い
る
な
ど
丈
夫
な
建

築
物
を
有
す
る
企
業
な
ど

に
、
緊
急
時
の
一
時
避
難

所
と
し
て
開
設
し
て
も
ら

う
よ
う
協
力
要
請
が
で
き

な
い
か
。

答 

（
市
長
）
居
住
す
る
地

域
の
浸
水
深
を
認
識
し
て

平
時
か
ら
危
機
感
を
持
つ

こ
と
は
、
災
害
に
備
え
る

に
あ
た
り
大
変
重
要
で
あ

る
。
国
土
交
通
省
で
は
、

地
域
の
水
害
の
危
険
性
を

実
感
で
き
る
よ
う
に
「
ま

る
ご
と
ま
ち
ご
と
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
を
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
全
国
で
行
い
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
そ

の
事
例
を
紹
介
し
て
い

る
。
本
市
で
も
こ
う
し
た

取
り
組
み
事
例
を
参
考

に
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対

応
が
で
き
る
の
か
、
国
や

県
と
調
整
し
、
電
柱
へ
の

浸
水
深
表
示
等
に
つ
い
て

中
国
電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
も

協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
複

数
の
民
間
企
業
や
公
共
機

関
等
と
の
間
で
、
災
害
時

に
お
け
る
一
時
避
難
場
所

の
提
供
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
る
。
協
定
締

結
に
は
、
企
業
活
動
を
継

続
し
な
が
ら
避
難
場
所
を

提
供
で
き
る
こ
と
や
耐
震

性
な
ど
、
一
定
の
条
件
が

確
保
さ
れ
る
必
要
が
あ

る
。
今
後
も
企
業
や
関
係

団
体
の
意
向
も
酌
み
取
り

な
が
ら
、
協
議
し
て
い
き

た
い
。

吉
野
　
恭
介
（
会
派
新
生
）

地
域
に
お
け
る
事
前

防
災
に
つ
い
て

問 

近
年
、
学
校
で
の
猛

暑
対
策
と
し
て
、
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
る
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
芝
生
化
と
屋
上

緑
化
を
セ
ッ
ト
で
推
進
す

れ
ば
、
学
校
及
び
周
辺
の

暑
さ
が
軽
減
で
き
、
エ
ア

コ
ン
の
節
電
が
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
に
つ
な

が
り
、
地
球
温
暖
化
を
止

め
る
。
ま
た
、
異
常
気
象

が
減
り
、
気
候
変
動
に
よ

る
災
害
も
減
少
す
る
。
緑

化
の
推
進
で
ク
リ
ー
ン
な

鳥
取
市
に
す
れ
ば
国
際
社

会
に
貢
献
で
き
る
が
、
本

市
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
教
育
長
）
校
庭
の
芝

生
化
に
つ
い
て
は
、
現
在

市
内
の
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
58
校
の
う
ち
17

校
で
実
施
し
て
お
り
、

夏
場
に
は
暑
さ
の
緩
和
な

ど
、
非
常
に
効
果
が
出
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
校

舎
の
屋
上
の
緑
化
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
校
舎
の
重

さ
が
ふ
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
建
物
の
耐
震
性
が
確

保
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た

観
点
、
ま
た
維
持
管
理
の

方
法
や
コ
ス
ト
の
問
題
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら

研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

横
山
　
明
（
会
派
新
生
）

本
市
の
緑
化
の
推
進
に

対
す
る
考
え
を
尋
ね
る

遷喬小学校　芝生化の様子
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　一般質問（各個質問）

問 

現
在
、
子
宮
頸
が
ん

ワ
ク
チ
ン
は
自
治
体
に
よ

る
接
種
の
積
極
的
勧
奨
が

控
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
定
期
接
種
Ａ
類
で
あ

る
同
ワ
ク
チ
ン
は
、
予
防

接
種
法
に
よ
り
対
象
者
へ

の
周
知
と
接
種
機
会
の
確

保
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
の
正
し
い
情

報
の
提
供
と
、
接
種
希
望

者
へ
の
接
種
機
会
の
確
保

を
図
る
た
め
に
は
、
対
象

者
へ
の
確
実
な
周
知
に
最

も
効
果
の
あ
る
個
別
通
知

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
定

期
予
防
接
種
と
し
て
実
施

さ
れ
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
に
持
続
的
な
疼
痛
が

特
異
的
に
見
ら
れ
、
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
の
因
果
関
係

を
否
定
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
国
は
開
始
２
カ
月
後

の
同
年
６
月
に
、
定
期
接

種
と
し
て
は
続
け
る
も
の

の
、
積
極
的
な
勧
奨
は
控

え
る
と
し
た
。

（
市
長
）
平
成
25
年
６
月

の
国
か
ら
の
勧
告
で
は
、

対
象
者
へ
の
周
知
に
つ
い

て
、
接
種
の
積
極
的
な
勧

奨
と
な
ら
な
い
よ
う
に
留

意
す
る
こ
と
、
ま
た
、
周

知
を
行
う
に
当
た
っ
て
は

個
別
通
知
を
求
め
る
も

の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、

対
象
の
方
へ
の
個
別
通
知

は
見
送
っ
て
い
る
。
予
防

接
種
の
有
効
性
が
認
め
ら

れ
て
い
る
一
方
で
、
副
反

応
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ

ら
れ
る
方
が
今
も
多
い
と

い
っ
た
状
況
の
中
で
、
積

極
的
な
勧
奨
に
は
な
ら
な

い
形
で
ど
の
よ
う
な
周
知

が
で
き
る
の
か
、
研
究
し

た
い
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

個
別
通
知
で
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
の
正
し
い
情
報
提
供
を

問 

令
和
元
年
10
月
に
三

朝
町
に
お
い
て
、「
温
泉

を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り

全
国
大
会
２
０
１
９
」
が

開
催
さ
れ
、
全
国
の
12
自

治
体
等
か
ら
３
０
０
人
の

参
加
が
あ
っ
た
。
主
催
団

体
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康

と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で

あ
り
、
後
援
団
体
は
環
境

省
、
厚
労
省
、
観
光
庁
、

全
国
市
長
会
等
で
あ
る
。

本
市
に
は
豊
富
な
温
泉
が

あ
り
、
温
泉
を
活
用
し
た

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
も
、
健
康
と
温
泉

フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
加
入
す
べ

き
と
考
え
る
が
所
見
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
温
泉
地
か
ら

始
ま
る
健
康
づ
く
り
を

テ
ー
マ
に
三
朝
町
総
合
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た

本
大
会
は
、
温
泉
を
活
用

し
た
健
康
づ
く
り
全
国
大

会
三
朝
町
実
行
委
員
会
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
健
康
と
温
泉

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
催
者
と

し
、
環
境
省
や
厚
生
労
働

省
、
ま
た
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
会
、
鳥
取
県
、

鳥
取
県
中
部
医
師
会
な
ど

の
後
援
で
、
講
演
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

大
会
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ

た
と
承
知
し
て
い
る
。

　

鳥
取
温
泉
、吉
岡
温
泉
、

浜
村
温
泉
、
鹿
野
温
泉
な

ど
多
く
の
温
泉
の
あ
る
本

市
と
し
て
も
、
同
フ
ォ
ー

ラ
ム
へ
の
加
入
に
つ
い
て

研
究
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
。

長
坂
　
則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

本
市
の
温
泉
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る

取
り
組
み
の
強
化
に
向
け
て

問 

欧
州
な
ど
で
は
、
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
（
※
）
農
産
物
の

需
要
が
高
く
、
農
産
物
の

輸
出
拡
大
に
は
農
薬
を
使

わ
な
い
農
業
が
重
要
と
考

え
る
。

　

本
市
の
耕
作
放
棄
地
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
輸

出
を
見
据
え
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
農
業
に
耕
作
放
棄
地
を

活
用
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
残
留
農
薬
で
規
制
の

あ
る
諸
外
国
に
も
受
け
入

れ
ら
れ
や
す
い
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
農
産
物
づ
く
り
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
世
界
的
に
食

の
安
全
が
注
目
さ
れ
て
い

る
中
で
、
世
界
共
通
の
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
表
示
を
認
証
取
得
し
た

有
機
栽
培
は
、
輸
出
を
念

頭
に
置
い
た
取
り
組
み

と
し
て
も
大
変
有
効
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
国
で

は
、
国
際
水
準
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

実
施
を
交
付
要
件
と
し
た

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支

払
交
付
金
制
度
を
設
け
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

平
成
30
年
度
末
に
は
７
団

体
、
３
，
５
５
６
ア
ー
ル

で
有
機
農
業
の
取
り
組
み

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後

も
、
こ
の
よ
う
な
国
の
交

付
金
等
を
活
用
し
て
有
機

農
業
を
支
援
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
ま
た

ジ
ェ
ト
ロ
、
地
域
商
社
等

と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と

に
、
本
市
の
安
全
か
つ
高

品
質
な
農
産
物
の
輸
出
機

会
の
拡
大
に
努
め
て
い
き

た
い
。

（
※
）
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
と
は

有
機
栽
培
の
こ
と
。

魚
﨑
　
勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
農
業
振
興
に

つ
い
て
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一般質問（各個質問）　

標準的な１校あたりの財政措置額
（中央教育審議会会議資料より）

問 

一
般
社
会
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
デ
ジ
タ
ル
化

が
進
む
中
、
諸
外
国
と
比

べ
て
も
日
本
の
教
育
現
場

は
大
き
く
取
り
残
さ
れ
て

い
る
。
国
は
、
平
成
30
年

度
よ
り
標
準
的
な
１
校
あ

た
り
約
４
０
０
万
円
か
ら

６
０
０
万
円
の
地
方
財
政

措
置
を
行
っ
て
お
り
、
１

人
に
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
整

備
を
目
指
し
て
い
る
が
、

現
在
、
本
市
は
「
５・８
人

に
１
台
」
と
遅
れ
て
い
る
。

本
市
の
今
後
の
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
促
進
の
た
め
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
ハ
ー
ド
面

に
つ
い
て
は
、
国
が
経
済

対
策
と
し
て
、
１
人
１
台

の
パ
ソ
コ
ン
整
備
へ
向
け

て
支
援
す
る
と
聞
い
て
お

り
、
こ
う
い
っ
た
国
の
最

新
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
本
市
に
お
け
る
パ
ソ
コ

ン
整
備
の
計
画
を
立
て
て

積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

人
々
の
あ
ら
ゆ
る
活
動

に
情
報
技
術
が
一
層
浸
透

し
て
い
く
社
会
の
中
で
こ

れ
か
ら
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
子
供
た
ち
に
と
っ

て
、
情
報
活
用
能
力
の
育

成
は
極
め
て
重
要
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
学

習
活
動
の
充
実
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
こ
う

い
っ
た
学
習
に
必
要
な
環

境
を
整
え
、
本
市
に
お
け

る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
し
っ
か

り
推
進
し
て
い
き
た
い
。

雲
坂
　
衛
（
会
派
新
生
）

学
校
に
お
け
る

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
化
の
促
進
を

問 

本
市
の
小
・
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
を
健
や
か

に
育
て
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、芝
生
化
と
、

維
持
管
理
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
認
識
と
評
価
、
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
の

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校

に
お
け
る
校
庭
の
芝
生
化

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の

協
働
を
基
本
と
し
て
、
平

成
20
年
度
か
ら
、
学
校
・

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
維
持
管
理
が
で
き

る
学
校
で
行
っ
て
い
る
。

現
在
は
、
小
学
校
14
校
、

中
学
校
３
校
が
芝
生
化
し

て
お
り
、
そ
の
う
ち
小
学

校
の
５
校
が
全
面
芝
生
化

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
校

庭
の
芝
生
化
に
よ
り
、
児

童
が
外
に
出
て
遊
ぶ
回
数

が
ふ
え
た
こ
と
や
、
け
が

が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
、

ま
た
夏
場
の
地
面
温
度
の

緩
和
、
土
ぼ
こ
り
の
抑
制

な
ど
、
教
育
面
の
み
な
ら

ず
環
境
面
に
お
い
て
も
効

果
が
出
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

校
庭
の
芝
生
化
を
実
施

し
た
学
校
に
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
肥
料
代
や
冬
芝

の
種
の
代
金
な
ど
の
維
持

管
理
経
費
の
一
部
の
支
出

に
向
け
た
予
算
を
配
分
し

て
お
り
、
施
肥
や
冬
芝
の

種
ま
き
、
芝
刈
り
な
ど
の

通
常
の
維
持
管
理
は
、
学

校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
地
域
に
中

心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
平

成
23
年
度
か
ら
は
、
市
が

芝
刈
り
業
務
を
業
者
委
託

し
、
４
月
か
ら
11
月
の
８

カ
月
間
で
年
間
約
16
回
の

芝
刈
り
を
行
っ
て
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
る
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の

芝
生
化
の
推
進
に
つ
い
て

問 

今
日
、
利
用
者
の
減

少
や
運
転
手
不
足
で
、
バ

ス
路
線
の
廃
止
・
縮
小
な

ど
が
進
み
、
生
活
交
通
が

危
機
に
あ
る
。
本
市
は
、

今
年
度
末
の
完
成
を
目

途
に
、
交
通
政
策
の
新
た

な
方
向
性
を
示
す
「
鳥
取

市
生
活
交
通
創
生
ビ
ジ
ョ

ン
」を
策
定
中
で
あ
る
が
、

ビ
ジ
ョ
ン
や
生
活
交
通
政

策
を
つ
く
る
上
で
、「
住

民
の
交
通
権
を
保
障
す
る

こ
と
」
と
「
公
共
交
通
は

す
べ
て
の
施
策
の
土
台
と

位
置
づ
け
る
こ
と
」
を
理

念
と
す
る
よ
う
求
め
る
が

ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
公
共
交
通
の

維
持
確
保
は
、
福
祉
や
教

育
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

大
き
く
関
係
し
て
お
り
、

総
合
的
な
視
点
で
交
通
政

策
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

地
域
の
交
通
は
地
域
み
ず

か
ら
で
守
る
と
い
っ
た
協

働
の
視
点
も
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

　

本
市
の
交
通
政
策
の
指

針
と
な
る
「
鳥
取
市
生
活

交
通
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
で

は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
を

重
視
す
る
と
と
も
に
、
交

通
政
策
基
本
法
や
地
域
公

共
交
通
活
性
化
再
生
法
な

ど
の
交
通
政
策
に
関
連
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
市
が

中
心
と
な
っ
て
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
公
共

交
通
を
維
持
確
保
し
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

地
域
を
実
現
す
る
と
い
っ

た
理
念
を
明
確
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

荻
野
　
正
己
（
日
本
共
産
党
）

生
活
交
通
創
生
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
の
理
念
に
つ
い
て

 

 

※
平
成
30
年
度
基
準
財
政
需
要
額

算
定
に
お
け
る
標
準
的
な
所
要
額

（
単
年
度
）
を
試
算
し
た
も
の
で

す
。
各
自
治
体
に
お
け
る
実
際
の

算
定
に
当
た
っ
て
は
、
様
々
な
補

正
が
あ
り
ま
す
。
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　一般質問（各個質問）

問 

新
庁
舎
建
設
に
お
け

る
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ
に

「
活
力
と
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」「
市
民

交
流
・
ま
ち
づ
く
り
に
寄

与
す
る
」
と
あ
る
が
、
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
及
び
ハ
ー
ト
フ
ル
駐
車

場
利
用
対
象
者
へ
の
満
車

時
の
確
保
に
つ
い
て
、
ま

た
こ
れ
か
ら
ふ
え
る
高
齢

者
に
向
け
今
以
上
に
分
か

り
や
す
い
駐
車
場
出
入
口

の
案
内
設
置
に
つ
い
て
所

見
を
求
め
る
。

答 

（
市
長
）
市
民
の
皆
さ

ん
に
ご
利
用
頂
け
る
施
設

と
し
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
や

会
議
な
ど
に
利
用
で
き
る

多
目
的
室
を
３
室
、
パ
ネ

ル
展
示
や
市
民
の
誰
も
が

く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
け

る
情
報
ス
ペ
ー
ス
、
テ
レ

ビ
や
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
の
放
送

設
備
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
タ
ジ
オ
を
設
置
し

た
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
多

く
の
市
民
に
利
用
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

駐
車
場
案
内
に
つ
い
て

は
、
駐
車
場
事
業
者
と
協

議
の
上
、
よ
り
分
か
り
や

す
い
案
内
看
板
設
置
に
努

め
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）
ハ
ー
ト
フ

ル
駐
車
場
は
、
障
が
い

者
・
高
齢
者
な
ど
の
歩
行

困
難
な
方
や
怪
我
や
出
産

前
後
で
一
時
的
に
歩
行
困

難
な
方
が
利
用
証
を
提
示

し
て
優
先
的
に
利
用
で
き

る
駐
車
場
で
あ
る
。
利
用

証
の
申
請
・
交
付
窓
口
に

つ
い
て
は
、
鳥
取
県
福
祉

保
健
課
、
本
市
の
障
が
い

福
祉
課
、
総
合
支
所
の
福

祉
課
が
窓
口
と
な
っ
て
お

り
、
手
続
き
の
際
に
は
、

申
請
書
に
各
種
障
が
い

者
手
帳
、
母
子
手
帳
、
診

断
書
が
必
須
で
あ
る
。
ま

た
、
満
車
時
に
は
一
般
車

両
も
駐
車
可
能
と
さ
れ
て

い
る
。

足
立
　
考
史
（
無
所
属
）

新
庁
舎
駐
車
場
の

利
活
用
に
つ
い
て

問 

市
役
所
本
庁
舎
が
11

月
５
日
に
全
面
開
庁
し

た
。

　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
市

民
・
福
祉
・
税
の
３
つ
の

総
合
窓
口
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

こ
れ
ら
の
開
庁
後
に
明
ら

か
に
な
っ
た
課
題
等
に
つ

い
て
は
、
迅
速
に
対
応
し

て
き
た
と
聞
い
た
が
、
そ

の
中
で
、
現
在
も
対
応
中

ま
た
は
検
討
中
の
も
の
が

あ
る
か
尋
ね
る
。

答 

（
税
務
局
長
）
税
総
合

窓
口
で
は
、
４
つ
の
カ
ウ

ン
タ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
端
末

が
あ
る
が
、
税
務
関
係
課

が
所
管
す
る
全
て
の
シ
ス

テ
ム
を
操
作
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、

お
客
様
に
席
を
移
動
し
て

も
ら
う
事
例
が
生
じ
て
い

る
。
現
在
、
解
決
策
に
つ

い
て
シ
ス
テ
ム
の
保
守
業

者
等
と
調
整
を
行
っ
て
い

る
。

（
企
画
推
進
部
長
）
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
、
画
面
表
示
や
記
事

の
内
容
な
ど
細
か
な
不

具
合
が
あ
っ
た
た
め
、

個
々
に
修
正
等
対
応
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
等
も
活
用
し

な
が
ら
、
今
後
も
、
利
用

さ
れ
る
方
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
改
善
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

（
市
民
生
活
部
長
）
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
、
受
託
事

業
者
と
の
協
議
・
検
証
を

行
い
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

研
修
を
行
う
な
ど
、
迅
速

な
応
答
と
品
質
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
Ｆ
Ａ

Ｑ
に
つ
い
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
お
問
い
合
わ
せ

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

内
容
の
充
実
に
努
め
て
い

る
。
ま
た
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
で
導
入
し
て
い
る
多

言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
も
ご

利
用
い
た
だ
き
や
す
い
よ

う
に
、
引
き
続
き
周
知
・

広
報
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

椋
田
　
昇
一
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

住
民
や
利
用
者
に
親
し
ま
れ

分
か
り
や
す
い
市
役
所
に
つ
い
て

問 

教
職
員
の
「
一
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制
」

が
令
和
３
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
変
形
労
働
時
間
制
の

導
入
は
、
学
校
現
場
の
時

間
外
労
働
の
日
常
化
と
、

長
時
間
労
働
の
固
定
化
に

よ
り
労
働
過
重
と
な
っ
て

い
る
先
生
方
の
働
き
方
の

改
善
に
は
な
ら
な
い
。
業

務
の
軽
減
化
を
す
す
め
、

国
と
県
に
対
し
て
教
員
定

数
の
改
善
と
教
職
員
数
の

増
員
、
ま
た
、
臨
時
職
員

の
正
職
化
を
よ
り
求
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答 

（
副
教
育
長
）
一
年
単

位
の
変
形
労
働
時
間
制

は
、
繁
忙
期
に
勤
務
時
間

を
延
ば
し
、
そ
の
延
長

分
の
勤
務
時
間
を
夏
休
み

な
ど
に
休
日
と
し
て
ま
と

め
て
と
る
こ
と
で
労
働
時

間
を
調
整
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
制
度
は
令
和
３

年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

が
、
こ
の
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
だ
け
で
過
重
労
働

が
解
消
さ
れ
る
と
は
考
え

て
い
な
い
。
こ
の
制
度
も

活
用
し
な
が
ら
、
業
務
の

明
確
化
や
適
正
化
に
よ
る

見
直
し
、
削
減
な
ど
を
ま

ず
は
進
め
て
い
く
こ
と
が

過
重
労
働
の
解
消
の
た
め

に
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
引
き
続
き

教
職
員
の
定
数
改
善
を
国

や
県
に
求
め
る
こ
と
や
、

学
校
の
組
織
体
制
の
あ
り

方
を
見
直
す
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

金
田
　
靖
典
（
日
本
共
産
党
）

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制

国
と
県
に
定
数
増
を
求
め
よ
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一般質問（各個質問）　

問 

鳥
取
市
立
病
院
に
お

け
る
経
営
の
課
題
で
あ

る
、
入
院
及
び
外
来
患
者

の
増
加
へ
ど
う
取
り
組
む

か
尋
ね
る
。

答 

（
病
院
事
業
管
理
者
）

今
年
度
か
ら
他
の
病
院
や

開
業
医
、
介
護
施
設
等
と

の
連
携
懇
談
会
や
、
施

設
を
訪
問
し
て
の
意
見

交
換
な
ど
、
顔
の
見
え
る

関
係
の
構
築
を
開
始
し
て

お
り
、
さ
ら
な

る
連
携
推
進
を

図
っ
て
紹
介
患

者
の
増
加
に
つ

な
げ
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
当

院
は
入
院
診
療
・

外
来
診
療
の
ほ

か
に
健
診
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、

人
間
ド
ッ
ク
や

が
ん
検
診
、
一

般
健
診
を
行
っ

て
い
る
。
近
年
、

呼
吸
器
内
科
、
消
化
器
内

科
、
循
環
器
内
科
な
ど
の

内
科
専
門
医
が
不
足
し
て

お
り
、
二
次
健
診
の
受
け

入
れ
が
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
が
、
来
年
度
は
内
科
の

専
門
医
が
増
員
で
き
る
見

込
み
と
な
っ
て
お
り
、
二

次
健
診
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
、
外
来
あ
る
い
は
入

院
患
者
の
増
加
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

加
嶋
　
辰
史
（
開
政
）

最
優
先
課
題
は
市
立
病
院
！

問 

地
域
の
互
助
に
よ
る

「
有
償
運
送
に
は
あ
た
ら

な
い
移
動
支
援
」
が
広
く

普
及
し
て
い
く
こ
と
に
期

待
し
た
い
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
は
将
来
に
わ

た
っ
て
継
続
す
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
。
取
り
組
む

に
は
地
域
も
そ
れ
相
応
の

覚
悟
や
準
備
が
必
要
と
考

え
る
。

　

地
域
と
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
く
の

が
よ
い
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
地
域
福
祉
の

充
実
に
向
け
た
住
民
同
士

の
助
け
合
い
、
ま
た
、
互

助
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず

は
同
じ
地
域
で
暮
ら
し
て

い
る
皆
さ
ん
が
日
常
生
活

上
の
困
り
事
を
共
有
し
て

い
た
だ
い
て
、
暮
ら
し
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
向
け

て
自
発
的
に
行
動
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
現
在
、
本
市
で
は
、

地
域
支
え
合
い
推
進
員
に

調
整
役
と
な
っ
て
い
た
だ

い
て
、
地
域
の
福
祉
関
係

者
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
う

場
の
設
置
や
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
地
域
の
中
で
多
く
の

関
係
者
が
協
議
・
検
討
す

る
こ
と
で
、
地
域
課
題
と

そ
の
対
応
策
が
共
有
さ

れ
、
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
と
い
っ
た
こ
と
や
必
要

に
応
じ
た
連
携
先
等
も
明

確
に
な
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
こ
の
話
し
合
い
の

場
に
１
人
で
も
多
く
の
方

に
参
画
い
た
だ
き
、
地
域

支
え
合
い
推
進
員
を
御
活

用
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

朝
野
　
和
隆
（
会
派
新
生
）

継
続
的
な
地
域
の
互
助
に

よ
る
移
動
支
援
に
つ
い
て

問 

国
保
で
は
、
保
険
証

の
一
斉
更
新
時
に
前
年
度

以
前
の
保
険
料
が
滞
納

に
な
っ
て
い
る
と
、
２
カ

月
の
短
期
保
険
証
が
窓
口

交
付
さ
れ
る
。
平
成
30
年

度
の
短
期
保
険
証
の
対
象

が
１
６
７
９
件
、
交
付
が

１
２
３
８
件
で
あ
り
、
手

元
に
保
険
証
が
な
い
市
民

が
い
る
。国
の
通
知
で
は
、

「
留
保
が
長
期
間
に
及
ぶ

こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
」

と
あ
り
、
手
元
に
保
険
証

が
な
い
市
民
が
い
る
こ
と

は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
本
市
は
、
被

保
険
者
証
の
更
新
に
係
る

通
知
な
ど
を
郵
送
し
て
、

で
き
る
限
り
滞
納
者
と

納
付
相
談
な
ど
を
行
っ

た
上
で
交
付
す
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。
滞
納
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
被

保
険
者
証
を
郵
送
す
る
こ

と
は
、
保
険
料
を
納
付
さ

れ
て
い
る
被
保
険
者
か
ら

理
解
が
得
ら
れ
な
い
こ

と
や
、
納
付
意
識
の
低
下

も
懸
念
さ
れ
る
。
留
保
し

受
け
取
ら
れ
て
い
る
保
険

者
証
を
一
定
期
間
が
経
過

し
た
後
に
、
郵
送
す
る
こ

と
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
が
、
電
話
に
よ

る
相
談
な
ど
も
受
け
付
け

て
い
る
た
め
、
ご
連
絡
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
の
際
に
は
、
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤
　
幾
子
（
日
本
共
産
党
）

国
保
の
保
険
証
が
手
元
に
な
い

状
態
を
改
め
る
べ
き

179,013 181,086 174,144

149,125
128,664

103,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

200,000

平成20年 平成25年 平成30年

外来：延患者数（人）

鳥取県立中央病院

鳥取市立病院
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傍聴のご案内
　本市議会の本会議、委員会は公開され
ており、市民をはじめすべての人が傍聴
できます。傍聴は市議会活動に触れる最
も身近な方法であり、市議会議員の活動
ややりとりを実際に見聞きすることがで
きます。本会議の傍聴席は市役所本庁舎
７階にあり、一般傍聴席47席、親子傍聴
席２席、車イススペース
４席をご用意しておりま
す。 

新しい議場での、初の議会が開会されました！

傍聴に関する詳細はこちら扌

問 

小
学
校
の
ク
ラ
ブ
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
を

学
び
体
を
つ
く
り
、
中
学

校
の
部
活
で
は
、
次
の
夢

と
希
望
・
目
標
に
向
か
っ

て
、学
び
、練
習
を
重
ね
、

体
を
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。し
か
し
、

本
市
の
生
徒
は
、
他
市
の

生
徒
に
比
べ
て
体
が
小
柄

な
の
が
現
状
で
あ
る
。
今

の
時
代
の
子
ど
も
た
ち
の

成
長
期
か
ら
鑑
み
て
、
中

学
校
の
部
活
前
に
補
食
を

行
い
た
い
生
徒
に
は
、
場

所
を
指
定
し
て
で
も
許
可

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答 

（
教
育
長
）
学
校
に
お

け
る
部
活
動
は
、
子
ど
も

た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化

活
動
等
に
親
し
み
を
も
つ

こ
と
で
、
学
習
意
欲
の
向

上
や
責
任
感
、
連
帯
感
の

涵か
ん
養よ

う
（
※
）
等
に
資
す
る
も

の
で
あ
り
、
学
校
教
育
の

一
環
と
し
て
、
教
育
課
程

と
の
関
連
を
図
り
な
が

ら
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鳥
取
県
の
生
徒
た
ち
は
、

昨
年
度
の
全
国
体
力
・
運

動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
身

長
・
体
重
と
も
に
中
学
男

子
・
女
子
の
全
国
平
均
を

上
回
っ
て
お
り
、
体
力
面

に
つ
い
て
も
多
く
の
項
目

で
全
国
を
上
回
っ
て
い
る

実
態
が
あ
り
、
現
時
点
で

体
づ
く
り
の
た
め
に
補
食

を
認
め
る
、
推
奨
す
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

（
※
）
水
が
し
み
込
む
よ
う
に
、

無
理
を
し
な
い
で
ゆ
っ
く
り
と
養

い
育
て
る
こ
と
。

加
藤
　
茂
樹
（
会
派
新
生
）

中
学
校
で
の
部
活
前
の

補
食
に
つ
い
て
！

傍聴席は、議員に近い目線で議会を傍聴できるようになりまし
た。その中で、各議員が一般質問、質疑、討論を行い、活発な
議論が行われました。
議員一同、今後も決意を新たに、議会に臨みたいと考えており
ます。

開会に先駆けて、山田議長より
挨拶がありました。

　一般質問（各個質問）
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（会期：令和元年12月３日～12月20日）

賛否状況

議決結果

会派新生 未来ネット 公明党 日本共産党 開政 無所属

魚
﨑　
　

勇

横
山　
　

明

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

山
田　

延
孝

上
杉　

栄
一

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

椋
田　

昇
一

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

上
田　

孝
春

浅
野　

博
文

前
田　

伸
一

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

田
村　

繁
已

金
田　

靖
典

荻
野　

正
己

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

加
嶋　

辰
史

吉
田　

博
幸

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 原案可決

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。 � 賛成…〇　反対…×

請願・陳情の
詳細はこちら
から➡

詳しい議決結果と
過去の議決結果は
こちらから➡

不採択となったもの

桜を見る会の実態解明を求める意見書の提出を求める陳情（令和元年陳情第14号）
（理由）国会において議論、対処すべきものと考えるため

公共放送の運営に係るコンプライアンスの徹底及び消費者保護体制の強化を求める
意見書の提出を求める陳情（令和元年陳情第15号）
（理由）実現に向けた取り組みがなされていると考えるため

開発行為に関する技術指導基準の見直し等に関する陳情（令和元年陳情第16号）
（理由）開発の実情にあわせて規制緩和となる基準の見直しを行っている本市の現
状において、規制強化となる基準の見直しには賛同できないため

継続審査となったもの

鳥取市議会常任委員会の会議録ネット公開及び動画中継を求める陳情（令和元年陳
情第13号）
（理由）さらに調査・研究を要すると認められるため

－陳情審査結果－

新機能の電子表決システムによる採決が行われました。
これにより、傍聴席からでも各議員の賛否を把握できる
ようになりました。
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（会期：令和元年12月３日～12月20日）

議
案
番
号

案　　件　　名 加
藤　

茂
樹

朝
野　

和
隆

雲
坂　
　

衛

吉
野　

恭
介

星
見　

健
蔵

＜市長提出議案＞

154 令和元年度鳥取市一般会計補正予算（第3号） 〇 〇 〇 〇 〇

161 鳥取市職員給与条例等の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇

163 鳥取市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例等の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇

164 鳥取市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇

166 鳥取市営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇

　令和元年12月定例会の審議結果

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

155 令和元年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第2号）

156 令和元年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第3号）

157 令和元年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第2号）

158 令和元年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第2号）

159 令和元年度鳥取市水道事業会計補正予算（第1号）

160 令和元年度鳥取市下水道等事業会計補正予算（第1号）

162 鳥取市印鑑条例の一部改正について

165 鳥取市保育所条例の一部改正について

167 鳥取市下水道条例の一部改正について

168 鳥取市多目的スポーツ広場の設置及び管理に関する条例の一部改正について

169 鳥取市プールの指定管理者の指定について

170 鳥取市総合福祉センターの指定管理者の指定について

171 鳥取市老人福祉センターの指定管理者の指定について

172 鳥取市老人福祉センターの指定管理者の指定について

173 鳥取市福部砂丘温泉ふれあい会館の指定管理者の指定について

174 鳥取市青谷町高齢者生活福祉センターの指定管理者の指定について

175 工事請負契約の締結について

176 工事請負契約の締結について

177 工事請負契約の変更について

＜議員提出議案＞

10 「あおり運転」に対する厳罰化とさらなる対策の強化を求める意見書の提出について

11 令和元年台風19号等からの復旧・復興に向けた対策を求める意見書の提出について

◆全会一致で可決、承認、同意したもの

◆賛否のわかれたもの
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報告・ご案内　

発
行
日
／
令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
３
月
１
日
　
編
集
発
行
／
鳥
取
市
議
会
　
　
　
　
　
　
　
　
�〒
6
8
0
-8
5
71　

鳥
取
市
幸
町
71番

地
　
☎
（
0
8
5
7
）
2
2－
8111（

代
）
　
FA
X
�3
2－
2170

　新年号は令和となり、令和元年11月５
日から鳥取市新庁舎も全面開庁となりまし
た。庁舎防災機能が向上し、市民の皆様の

安全をより一層確保できる場所となりました。
　鳥取市議会は議会報告会・意見交換会を平成29年度からトーク
カフェ方式とし、多くの市民の皆様に参加して頂きました。現在、
議会広報委員会は市議会に関心をもって頂くため配布している議
会だよりの構成変更、議会ＨＰの改善、ＳＮＳの活用などを検討し
ています。引き続き、わかりやすい情報発信に努め、より開かれた
市議会となるよう努力してまいります。
　今後とも市民の皆様のご意見、ご支援をお願いいたします。

（議会広報委員　魚﨑　勇）

編 後集 記
皆さんの作品が表紙になります！！
　とっとり市議会だよりの表紙をかざ
る写真・絵手紙等を募集しています。
　みなさまからの活気あふれる作品の
ご応募をお待ちしています！
　次回号は、６月１日発刊を予定して
います。
　詳しくは、鳥取市議会ホームページ
をご覧いただくか、市議会
事務局調査係までご連絡く
ださい。
◆ＱＲコードで簡単アクセス！

鳥取市議会HPのご案内
　鳥取市公式ホームページ
のリニューアルに伴って、
鳥取市議会ホームページへ
の入口が変わりました。
　市議会の情報をいち早く
掲載しておりますので、是
非ご覧ください。

2
月
21
日
㈮
開
会･

会
期
の
決
定･

提
案
説
明
・

予
算
審
査
特
別
委
員
会
設
置

2
月
25
日
㈫

一
般
質
問
（
代
表
質
問
）

2
月
26
日
㈬

一
般
質
問
（
代
表
質
問
）・

先
議
分
質
疑
・
委
員
会
付
託

2
月
27
日
㈭

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

2
月
28
日
㈮

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
2
日
㈪

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
3
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
4
日
㈬

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
5
日
㈭

先
議
分
採
決
・
一
般
質
問

（
各
個
質
問
）

3
月
6
日
㈮

一
般
質
問
（
各
個
質
問
）

3
月
9
日
㈪

一
般
質
問
（
各
個
質
問
）

3
月
10
日
㈫

一
般
質
問
（
各
個
質
問
）・

質
疑
・
委
員
会
付
託

3
月
11
日
㈬

予
算
審
査
特
別
委
員
会

（
総
括
質
疑
）

3
月
12
日
㈭

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
13
日
㈮

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
16
日
㈪

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
17
日
㈫

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
18
日
㈬

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
19
日
㈭

委
員
会
・
予
算
審
査
分
科
会

3
月
23
日
㈪

予
算
審
査
特
別
委
員
会

3
月
24
日
㈫

予
算
審
査
特
別
委
員
会

3
月
25
日
㈬

委
員
長
報
告･

討
論･

採
決
・

閉
会

２
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
本
会
議
は
通
常
午
前
10
時
に
開
会
の
予
定
で
す
。

姉妹都市との交流（姫路市）
　鳥取市と姫路市との姉妹都市議会親善交歓会を令和元年
11 月 11 日、12 日に本市で開催し、姫路市議会議員 24 名が
来鳥されました。意見交換会では、「公共施設マネジメント
について」をテーマに活発に意見を交換し、旧美歎水源地水
道施設などを視察しました。

くらしの情報（総合メニュー）を
クリック

中ほど左側にあります
鳥取市議会をクリック

　鳥取市公式HPトップページ　 　くらしの情報（総合メニュー）ページ　


